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表紙図版【横浜市図書館設計図（『横浜市要覧』大正 10（1921）年 11 月発行 より）】 
 
横浜市立図書館は令和３（2021）年６月 11 日に開業 100 周年を迎えました。 

横浜市図書館の建設は、明治期から繰り返し要望されてきましたが、大正８（1919）年 12 月 15 日、第８代

市長久保田政周により開港 60 年・自治制施行 30 年記念事業として計画され、実現へと動きだしました。 

表紙の図版は、計画された横浜市図書館の設計図です。 

建設予定地は横浜公園内（東北隅）。敷地 723 坪、建物は鉄筋コンクリート造で外部をタイル張り。 

本館は２階建てで、１階に児童室、新聞室、記念室、事務室等、２階に普通、特別、++婦人の各閲覧室及び目

録室を配置。閲覧人休憩室や製本室等を置く付属家と３階建ての書庫も計画されていました。 

寄付金 36 万円余りも集まり、翌年には図書館建設事務所が設けられ、主任としてのちに初代館長となる 

伊東平蔵を招聘、約 4,000 冊の図書が収集されました。図書の閲覧希望者が頻出したことから、本館竣工前に

横浜公園内に木造平家建の仮閲覧所を設け、大正 10（1921）年６月 11 日、図書の閲覧を開始しました。これ

を横浜市立図書館の開業日としています。しかし、大正 12（1923）年９月１日に発生した関東大震災により、

仮閲覧所建物及び蔵書は焼失、計画された横浜市図書館も幻となってしまいます。 

その後、関西村（関西府県連合震災救護事務所の支援により一時的に造られた）の中村町閲覧所、横浜公園

内の仮本館を経て、昭和２（1927）年 7 月 23 日、旧老松小学校跡（現在の中央図書館の場所）に横浜市図書

館が竣工します。 
 
※横浜市立図書館では、所蔵する横浜資料をデジタルアーカイブの形で公開しています。 

  ⇒「都市横浜の記憶」https://www.lib.city.yokohama.lg.jp/Archive/ 


